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＜病棟連絡事項＞
・有休未取得者（5日未満）、3/16～3/31の間で必ず取得して下さい。

1/31までに申請するようにして下さい。

・八戸市内の感染拡大が予測されます。同居している方が、市内の塾や学校などに通っている、または、何らか関わっている方は、2/1の朝までにＪＧＭに報告して下さい。
他、コロナの感染リスクについて気になる事や不安などあれば、報告して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・藤井　純子様～ジクロフェナクＮａ錠２５ｍｇ「ＹＤ」 1 錠  

 　　　　　　　　レバミピド錠１００ｍｇ「アメル」 1 錠  　　疼痛時　10回分
クレマスチン錠１ｍｇ「日医工」 1 錠  　　かゆい時　10回分

ＰＬ配合顆粒　1ｇ／包 3 包  　　1日3回　毎食後　3日分

・久保　興介様～レボトミン錠２５ｍｇ 1 錠  　不穏時　5回分　
・佐々木　彰洋様～カロナール錠２００　　２００ｍｇ（ヒート） 2 錠  疼痛時　10回分
・平山　敬之様　～本人、母、主治医で面談実施。

　　　　　　　　　税務署は退職の方向で、本人も概ね了承している。

　　　　　　　　　本人曰く自宅の暖房設備の故障や食事は問題ないとの事、借金についても考えている様子。

　　　　　　　　　退院後、本人はデイケアに興味があり、当院のデイケアの見学を希望あり。見学できるか月曜日に確認を取り、本人へＰＳＷの方で連絡するとの事。

　　　　　　　　　※母から、退院時に本人へ税務署の内山さんへ連絡して欲しいと病棟から伝えてほしいとの事。申し送り済み。

1/31の10：00に自宅退院（単独でＯＫ。母、Ｄｒは了承済み）

臨時薬（退院時処方）

エスタゾラム錠２ｍｇ「アメル」 1 錠  

 　　　　　　　　　　レボトミン錠５０ｍｇ 1 錠  1日1回　ねる前　7日分
　　　　　　　　　　※現在の臨時薬と合わせ退院時処方とする。

　　　　　　　　　初外来：2/10　11：30

　　　　　　　　　

＜要注目患者様ケース検討＞

・村山　吾郎様～日課以外は自室にて過ごされている。嘔気や嘔吐等不調の訴えはない。にやつきや表情の硬さはない。引き続き精神、身体症状の観察を引き続き行っていく。
　　　　　　　　治験フォローアップ終了後、青山荘の日中の見学体験、宿泊訓練を進め、空き次第、入所の方向（4,5月頃）
・渡部　和文様～飲酒に関連した発言はなく、不調の訴えもない。日課以外は自室で読書している。引き続き。プログラムの取り組み状況を確認しながら、断酒意志の確立を援助していく。
・森　ヒデ様～傾眠傾向あるが、問い掛けには返答ある。日中のバイタル異常なし。黒緑色の泥状便中等量あり、肛門周囲のかぶれ継続。尾骨部の褥瘡白色肉芽見られる。洗浄、ゲーベン軟膏+ガーゼ保護している。引き続き、栄養状態や全身状態の観察を行う。2月1日電解質を至急で再検の予定。
・橋本　喜久子様～トイレの使い方が分からなくなる事や部屋を忘れる事があり、介助や誘導を行っている。適宜日常生活の援助を行っていく。
